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村の将来像●自立・活力・協働による元気な村の創造

共育に新たな歴史

戸沢村立戸沢小学校・戸沢中学校開校

　　

戸
沢
小
・
中
学
校
は
、
戸
沢
小
学
校
（
児

童
数
１
７
６
名
）
と
戸
沢
中
学
校
（
生
徒

数
１
０
５
名
）
が
統
合
し
、
児
童
生
徒
数

２
８
１
名
の
新
た
な
小
中
一
貫
教
育
校
と
し

て
開
校
し
ま
し
た
。

　
校
歌　

　

こ
の
校
歌
に
は
、「
伝
統
豊
か
な
学
校
同

士
が
一
つ
の
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
、
前
進

し
て
ほ
し
い
」、「
ひ
め
さ
ゆ
り
の
よ
う
に
大

地
を
明
る
く
飾
り
、
人
を
愛
し
愛
さ
れ
る
よ

う
な
人
に
な
っ
て
欲
し
い
」、「
そ
れ
ぞ
れ
の

希
望
の
道
を
未
来
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く

進
ん
で
ほ
し
い
」
な
ど
多
く
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
校
章

　

校
章
は
、
ひ
め
さ
ゆ
り
を
基
調
と
し
、
最

上
川
、
鮭
川
、
角
川
の
3
つ
の
河
川
と
雪
の

結
晶
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
ま
す
。

　

外
側
の
六
角
形
が
雪
の
結
晶
、
三
本
の
線

が
3
つ
の
河
川
を
、
6
枚
の
花
び
ら
が
統
合

小
中
6
校
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お

し
べ
の
部
分
が
戸
沢
の
「
と
」
に
な
っ
て
お

り
、
成
長
す
る
子
ど
も
達
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
4
月
7
日
（
金
）、
戸
沢
村
立
戸
沢
小
学
校
・
戸
沢
中
学
校
一

貫
教
育
校
開
校
式
が
挙
行
さ
れ
、
児
童
や
生
徒
、
教
育
関
係
者

な
ど
約
３
０
０
名
が
出
席
し
、
戸
沢
小
・
中
学
校
の
開
校
を
祝

い
ま
し
た
。

 

戸
沢
村
立
戸
沢
小
中
学
校
校
歌

　

作
詞　

近
江　

正
人

作
曲　

瀧
口　

正
彦

　
一　

森
の
朝
風　

さ
わ
や
か
に

　
　

雪
を
香
お
ら
す　

月
の
山

　
　

た
か
き
理
想
を　

め
ざ
し
つ
つ

　
　

明
る
い
笑
顔　

す
こ
や
か
に

　
　

知
恵
と
勇
気
を　

み
が
こ
う
よ

　
　

あ
あ　

戸
沢　

と
も
に

　
　

誇
り
か
が
や
く　

わ
れ
ら
の
学
園

二　

海
を
め
ざ
し
て　

あ
こ
が
れ
を

　
　

永
遠
に
か
な
で
る　

最
上
川

　
　

き
よ
く
豊
か
な　

ふ
る
さ
と
の

　
　

新
た
な
歴
史　

ひ
ら
く
た
め

　
　

夢
と
絆
を　

む
す
ぼ
う
よ

　
　

あ
あ　

戸
沢　

と
も
に

　
　

望
み
ひ
ろ
が
る　

わ
れ
ら
の
学
園

三　

宇
宙
の
光
り
に　

つ
つ
ま
れ
て

　
　

大
地
を
か
ざ
る　

ひ
め
さ
ゆ
り

　
　

あ
つ
き
真
心　

胸
に
ひ
め

　
　

平
和
な
未
来　

き
ず
く
た
め

　
　

希
望
の
道
を　

す
す
も
う
よ

　
　

あ
あ　

戸
沢　

と
も
に

　
　

愛
す
る
母
校　

わ
れ
ら
の
学
園

新
た
な
歴
史
の
ス
タ
ー
ト
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戸沢小学校・中学校に期待すること

　

4
月
8
日
（
土
）、
戸
沢
小
学
校
、

戸
沢
中
学
校
の
入
学
式
が
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
、
小
学
校
27
名
、
中
学
校
30

名
の
児
童
、
生
徒
が
入
学
し
ま
し
た
。

４
／
８
　戸
沢
小
学
校
、

戸
沢
中
学
校
入
学
式

戸沢中学校 戸沢小学校

　４月７日の小中一貫教育校
の開校式で、戸沢村の新たな
教育が始まりました。これま
でのよき伝統を踏まえながら、
小中一貫教育校としての校風
づくりも始まります。９年間

という縦糸と学年という横糸でどんな学校ができあがる
のか、未知の世界への旅立ちです。始業式で、中学生には、
今持っているエネルギーで学校をリードして欲しいと期
待感を伝えました。小学生には、「新しい」と「きれい」
は違う。みんなできれいな学校を創って欲しいという願
いを話しました。児童・生徒281名と小中学校教職員52
名で、地域の皆さんに愛される学校を創っていきたいと
思います。保護者・地域の皆様のご理解・ご支援をどう
ぞよろしくお願いいたします。

　この４月から、小中一貫校
がスタートしました。戸沢村
も少子化の波に押され、各小
学校・中学校が閉校し、一本
化になりました。地域にとっ
ては、とても寂しい事です。

　しかし、子供達にとっては、大勢の友達と学び、遊ぶ
事は素晴らしい事ではないでしょうか。私達ＰＴＡはそん
な、子供達を応援して、盛り上げて参りたいと思います。
　この機会を、私達・地域の人達も一つにまとまるチャ
ンスにするべきだと思います。戸沢村で唯一の学校にみ
んなが集まり、そして、親睦を深める集いの場所になれ
ば、この場所から巣立って行く子ども達も、いつしか戸
沢村の宝となり、戻ってくるのではないでしょうか。戸
沢村が一つにまとまる、そんな学校作りをしていきたい
と思います。

　今、ぼくたちは、新たなス
タートラインに立っています。
今まで学んできたことを生か
して、新しい学校で、がんば
っていきたいと思います。中
学生のみなさんを目標にして、

先輩方から、たくさんのことを学びたいです。戸沢小中
学校校歌でうたわれているように、新たな歴史を開くた
め、夢と絆を結んでいきたいと思います。そして、笑
顔いっぱいで、元気な挨拶が響く学校を、みんなの力で、
つくっていきたいと思います。

戸沢小・中学校ＰＴＡ会長

加藤　亮憲さん

戸沢小学校６年

早坂　優輝さん

戸沢小・中学校長

市川　重保さん

戸沢中学校３年

矢口　心夏さん
　私は、戸沢村が大好きです。
自然の恵み豊かな日々の生活。
登下校を見守ってくださる地
域の皆さん。笑顔で交わすあ
いさつ。小学生から中学生ま
でが集う新しい学校にはさら

に笑顔が増えるでしょう。私は、学習や行事に、仲間と
切磋琢磨し、一生懸命に取り組むことで、村のみなさま
への感謝の気持ちを届けると同時に未来への希望になり
たいと考えています。私たち一人一人が一生懸命学ぶこ
とは、きっと戸沢村の未来につながります。
　この素敵な学校は、大きな宝石箱です。この宝石箱に
ふさわしい一粒一粒になれるように、仲間とともに自分
を磨き個性を輝かせていきたいです。

　学校で学ぶ児童・生徒と校長先生、保護者の方に語っ
ていただきました！
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4
月
7
日
（
金
）、
10
日
（
月
）、
村
内
の

保
育
所
の
入
所
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
、

21
名
の
園
児
が
入
所
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
ご
入
所
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 村

内
保
育
所
入
所
式

　
4
月
20
日
（
木
）、
戸
沢
藩
船
番
所
に
て
、

多
く
の
来
賓
や
関
係
者
が
見
守
る
中
、
安
全

運
航
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
本
格
的
な
観
光
シ

ー
ズ
ン
の
到
来
を
前
に
、
一
年
間
の
安
全
運

航
を
祈
願
し
ま
し
た
。
式
典
後
に
は
、
戸
沢

小
学
校
4
年
生
に
よ
る
「
最
上
川
舟
唄
」
が

披
露
さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

一
年
間
の
安
全
運
航
を
祈
願

　

4
月
17
日
（
月
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
祝
い
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Apila

の
皆
さ

ん
に
よ
る
健
康
体
操
の
体
験
や
最
上
峡
民
謡
愛

好
会
に
よ
る
民
謡
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
よ
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
平
日
8

時
30
分
～
17
時
ま
で
常
時
開
放
し
ま
す
。
健
康

体
操
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
、
村
民
の
方
が
気

軽
に
集
う
こ
と
の
で
き
る
施
設
へ
と
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
す
っ
ぺ
！
健
康
づ
く
り

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
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　４月10日（月）、戸沢村役場前の国道47号線において、
村長をはじめ、古口・津谷駐在所の警察官、村交通安全対
策推進協議会の委員らが街頭指導を行い、行き交うクルマ
や歩行者に交通安全を呼び掛けました。当日は、「交通死
亡事故ゼロを目指す日」と位置づけられており、交通安全
に対する意識を高めるための日となっています。
　暖かくなり、気のゆるみがちなシーズンになってきまし
たが、交通事故に気を付けて、安全運転をお願いしたいと
思います。

　４月21日（金）、柏沢地区にて、戸沢小学６年生の児童
や村内教育関係者、地域住民らが、殉難の碑を参拝しました。
　昭和45年４月24日に発生した、最上川での渡し船の転
覆事故から今年で47年が経過し、川に投げ出された児童
らを救い、殉職された伊藤弘先生、小関正芳先生（古口小
柏沢分校勤務、共に当時25歳）の殉職を悼み、深い祈り
を捧げていました。
　参拝した児童は「こうした悲しい事故があったことを忘
れない」などと話していました。

交通死亡事故ゼロへ

２名の先生へ深い祈りを

　４月12日（水）、柏沢公民館にて、お話しサークルくれ
よんの会員が、初めて手掛けた紙芝居を披露しました。
　昭和47年に古口小学校柏沢分校において、最上川で転
覆した舟から子ども達を助け、殉職された２名の先生方を
描いた作品です。悲惨な事故を繰り返さない、忘れないと
の思いで、制作されました。
　今回の紙芝居を見た住民の方は「とてもよくできてい
る」、「今の子ども達に見てもらいたい」など、感想を話し
ていました。

手づくり紙芝居を披露

　　

4
月
15
日
（
土
）、中
央
公
民
館
に
て
、

「
平
成
29
年
度
戸
沢
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
合
同
結
団
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
6
団
体
の
団
員
や
指
導
者
、
関

係
者
ら
約
１
０
０
名
が
参
加
。
各
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
代
表
が
、
今
年
度
の
目

標
や
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
戸
沢
村
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
合
同
結
団
式
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す
っ
か
り
雪
も
解
け
て
き
ま
し
た
。

　

先
月
か
ら
は
新
し
い
協
力
隊
お
二
人
も

加
わ
り
、
心
強
い
限
り
で
す
。

　

ま
た
、
今
月
は
仙
台
か
ら
の
教
育
旅
行

で
2
校
の
中
学
生
が
戸
沢
村
を
訪
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
人
と
ふ
れ
あ
っ
て
、
楽

し
ん
で
帰
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
所
で
恐
縮
で
す
が
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
、
す
べ
て
の
方
に
御
礼

を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
4
月
か
ら
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し

た
、
戸
沢
学

園
の
運
営
協

議
会
委
員
も

さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

戸
沢
の
未
来

を
よ
り
よ
く

で
き
る
よ
う

に
引
き
続
き

尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

地域おこし協力隊

鈴 木 英 策さん

地域おこし

協力隊
奮闘記Vol.17

　平成29年４月１日より、戸沢村の「地域おこし協力隊」に、鶴川慶三さん、鶴川幸代さんの２名の方が加わ
りました。これから、地域おこし協力隊として、北部・中部地区を中心として、活動していくことが予定され
ています。戸沢村のみなさんよろしくお願いします。

　はじめまして、鶴川　慶三と申します。山口県下関市出身で高校
卒業後、東京でアパレル業、木工造作業に携わっておりました。地
域創生のために尽力していければと思っておりますが、私個人の力
だけなく、戸沢村の方々の得意分野でのお力添えをいただき、地域
活性化に貢献できればと思っております。その際は何卒よろしくお
願いいたします。

　はじめまして、鶴川幸代と申します。私は山形市出身で大学進学
をきっかけに上京し、ホームページや雑誌、広告などを制作する仕
事をしていました。神田小学校を拠点におもに北部地区で活動しま
す。地域の方々の生活がよりよくなるような企画やイベントを学校
やぽんぽ館などの施設で催していければいいなと思っています。ど
うぞよろしくお願いいたします。

鶴
つるかわ

川　慶
けいぞう

三 さん

鶴
つるかわ

川　幸
ゆ き よ

代 さん

新 地域おこし協力隊紹介
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（本庁舎・中央診療所）
課　　名 直通電話 係　　名 配　　置

総務課
　課　　長　荒川　知也
　副 主 幹　鈴木　広幸
　課長補佐　清水利枝子

７２−２１１７

総務係 高橋　俊子　　須田　征士　　加藤　優矢

政策調整係
大宮修太郎　　畠山　伸晃　　秋保沙由理
長澤　佑太　　齋藤　康隆　　荒川　　純
安食　利夫

議会事務局
　事務局長　佐藤　雄次 ７２−２１１３

危機対策課
　課　　長　今井　　徹  
　副 主 幹　木村　新悦
　課長補佐　樋渡　　哲

７２−２１５２
防災保護係 矢口　　修　　川又　俊介

情報交通係 （課長補佐兼務）

住民税務課
　課　　長　青柳　　直
　課長補佐　田中　一男 ７２−２３２６

住民生活係 秋保　直人　　田中　貴弘

税務係 小林　直樹　　田中　美代　　荒川　　悠
荒川　育美

地籍調査専門員 進藤　成人

健康福祉課
　課　　長　齊藤　喜一
　副 主 幹　西田　　剛
最上地区広域連合派遣
　事務局長　斉藤　清勝

７２−２３６４

医療介護係 八鍬　千草　　加藤江利子

健康推進係 藤山　海咲　　吉田　美里　　芦原　優香
荒木　　勝

福祉係 横田　潤平　　齋藤　郁恵

３４−７５１１ 地域包括支援センター 小沼　美紀

２９−６１１１ 最上地区広域連合派遣 斉藤　清勝

７２−３５５１ 戸沢保育所 進藤恵美子　　阿部　志織　　八鍬　友紀
国分智絵美

７２−２６０１ 古口保育所 横田　一枝　　田中恵里香

７２−２２３３ 角川保育所 羽賀江美子　　荒川　菜月

７２−２６０２ 神田保育所 進藤恵美子（戸沢保育所長兼務）
斉藤　美穂　　高橋　　恵

中央診療所
　医　　長　渡邊　孝弘
　事務局長　青柳　雄一

７２−３３６３ 医事係 安食　葉子　　菊地　順子　　石塚　美季
荒川美津子

産業振興課
　課　　長　阿部　和雄 
　主　　幹　佐藤　真吾
　課長補佐　庄司　欣哉

７２−２５２７
農政係 市川　泰博　　八鍬　美郷　　齋藤　祥太

田中　雄稀　　増山　聖汰

地域づくり推進係 安食　　守　　横山　　愛　　佐藤　康平
矢作　　彰

建設水道課
　課　　長　八鍬　　晃
　副 主 幹　横田　和夫
　課長補佐　佐藤　　浩

７２−２５４７
建設係 安食　道明　　安食　豊彦　　山科　竜也

水道・下水道係 高橋　幸喜　　堀米　一典　　田中　　優

出納室
　会計管理者　富樫　政彦 ７２−２３１４ 出納係 峰本　栄子

（中央公民館）
教育委員会
　教 育 長　小野　和夫
共育課
　課　　長　秋保三保子
　副 主 幹　西嶋　　洋
　課長補佐　甲州　明彦
　課長補佐　野口　勝幸

７２−３２４２ 学校教育係　 阿部　浩樹　　渡辺　牧恵　　田中　和彦

７２−２３０４ 社会教育・体育係 安食　洋志　　佐藤　久美　　大江　智行

７２−２５０２ 戸沢小学校・　
戸沢中学校　

中鉢　勝宏　　星川　和也　　菊地　説子
高橋　裕美　　田中恵美子　　中島　美鈴７２−２５０６

平
成
29
年
度
　
職
員
配
置
図
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へ
ん
な
い
き
も
の
図
鑑　

暗
闇

　
闇
に
す
む
危
険

な
生
き
物
が
大
集

合
！
闇
の
中
で
ど

う
や
っ
て
狩
り
を

す
る
の
？
闇
の

生
物
が
も
つ
特
殊
能
力
と
は
？
お
ど
ろ

き
の
生
態
が
満
載
の
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
80

Ｐ
！
（
講
談
社
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

ど
こ
じ
ゃ
？
か
ぶ
き
ね
こ
さ
が
し

　
か
ぶ
き
は
ち
ょ

っ
と
、
敷
居
が
高

い
。
で
も
、
一
度

く
ら
い
は
見
て
み

た
い
。
そ
ん
な
方

か
ら
、
か
ぶ
き
が
大
の
好
物
だ
と
い
う

方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
、
さ
が
し

も
の
絵
本
で
す
。（
講
談
社
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
ゆ
か
い
な

日
本
語

　
イ
ラ
イ
ラ
の
イ

ラ
っ
て
何
？ 

サ

ワ
サ
ワ
と
ザ
ワ
ザ

ワ
、
ど
う
違
う
？ 

人
一
倍
っ
て
何
倍
？

…
…
遊
び
心
に
満
ち
た
、
ゆ
か
い
な
日

本
語
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
！
（
河
出
書

房
新
社
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

カ
ゲ
ロ
ウ
デ
イ
ズ　

Ⅰ
～
Ⅴ　
　

じ
ん

　
２
年
間
引
き
こ
も
っ
て
い
た
「
シ
ン

タ
ロ
ー
」
の
パ
ソ
コ
ン
に
突
如
現
れ
た

少
女
「
エ
ネ
」
と
街
に
出
か
け
テ
ロ
に

巻
き
込
ま
れ
そ
の
事
件
を
解
決
す
る
が
、

負
傷
し
た
た
め
気
絶
。

意
識
が
戻
る
と
妹
と

不
思
議
な
団
体
「
メ

カ
ク
シ
団
」
に
入
団

さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う

…
…
（
本
書
よ
り
）ピ

ピ
と
キ
キ
の
も
ち

つ
き
ぺ
っ
た
ん

　
あ
か
ち
ゃ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ

う
！
小
さ
く
て
簡
単

な
仕
掛
け
が
た
く
さ
ん
で
す
よ
♪

ス
マ
ホ
断
食　
　
　

藤
原　

智
美

　
何
か
あ
る
と
す
ぐ
ネ
ッ
ト
で
検

索
。
止
ま
ら

な
い
ネ
ッ
ト

サ
ー
フ
ィ
ン

で
、
気
づ
く

と
１
時
間
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
既
読
が

気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
…
ネ
ッ

ト
漬
け
の
日
常
か
ら
逃
走
し
、「
自

分
」
を
取
り
戻
す
（
本
書
帯
よ
り
）

　　

次
回
は
５
月
１
日
（
月
）

午
後
七
時
か
ら
八
時
半
ま
で
図
書

室
が
開
い
て
い
ま
す
。

　
毎
週
木
曜
日

午
後
二
時
五
十
分
～
三
時
四
十
分

　
大
人
同
士
で
、
好
き
な
本
に
つ

て
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
？

く
れ
よ
ん
の
日

本

の

時

間

あ
た
ら
し
い
本
は
い
り
ま
し
た
♪

〜図書室から〜 vol.48

　村では平成27年４月より、結婚を希望する独身男女に出会いの場を提供し、結婚成立に結びつけることによ
り、住民の定住化を促すとともに少子化の解消を図り、地域の活性化と協働のまちづくりを進めることを目的
とした、戸沢村結婚サポート事業を行っています。
　結婚サポート推進員の仲介により結婚が成立した場合、報奨金を支給しています。４月からは新たに結婚支
援活動により生じた諸経費等に充てる活動費も支給します。
　仲人活動をしてみたい、婚活の支援をしたいなど、結婚サポート推進員として活動していただける方を随時、
募集しています。
応募・問合せ先　戸沢村役場総務課政策調整係　結婚支援担当　☎0233-72-2111

　一般財団法人自治総合センターから、宝くじの社会貢献広報事業として、コミュニティ活動に必要な備品や
集会施設の整備、安全な地域づくりと共生のまちづくり、地域文化への支援や地域の国際化の推進及び活力あ
る地域づくり等に対して助成を行い、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健
全な発展と住民福祉の向上に寄与するための事業です。
　募集する事業は以下の通りです。
①一般コミュニティ助成制度　　②コミュニティセンター助成事業　　③地域防災組織育成助成事業
④青少年健全育成助成事業　　　⑤共生の地域づくり助成事業　　　　⑥地域の芸術環境づくり助成事業
⑦地域国際化推進助成事業　　　⑧活力ある地域づくり助成事業
募　集　期　間　平成29年７月28日（金）まで
応募・問合せ先　戸沢村役場総務課政策調整係　☎0233-72-2111

総 務 課 か ら の お 知 ら せ

戸沢村結婚サポート推進員を募集しています

平成30年度コミュニティ助成事業の募集について
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　このたび、４月１日付けで総務大臣から荒川喜一さんが戸沢村担当の行政相談委員
に委嘱され、平成29年４月１日～平成31年３月31日までの２年間、行政相談委員と
して活動されます。
　行政相談委員は、国の行政機関、独立行政法人、特殊法人の業務など、いわゆる役
所の業務に対する苦情、要望・意見等の相談を住民の皆様より受け付け、相手機関と
の間に立って、相手機関の自主的な改善が促されるよう働きかける仕事をしています。
　行政相談委員に関するお問い合わせは、総務省山形行政評価事務所行政相談課
　（☎023-632-3113）まで。

住 宅 を『 新 築 』 す る 場 合
○戸沢村持家住宅整備促進事業補助金　　　　•補助額：対象工事費の10％【限度額50万円】※1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　•対　象：住宅及び車庫等
※１（村外の業者が工事を行う場合は、対象工事費の５％【限度額25万円】となります）

住宅を『リフォーム』する場合
○戸沢村持家住宅整備促進事業補助金　　　　•補助額：新築住宅と同様
○戸沢村住宅リフォーム総合支援事業補助金　•補助額：対象工事費の10％※2【限度額20万円】※3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　•対　象：県内の業者による住宅リフォーム工事で要件（補強、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　省エネ、バリアフリー等）を満たす工事
※3（県産木材を3㎥以上使用したリフォーム工事の場合は、限度額が30万円まで引き上げられます）
※2,3（移住・新婚・子育て・三世代同居の世帯は、補助率及び限度額が更に各10％・10万円引き上げられます）

問合せ先　戸沢村役場建設水道課建設係　☎0233-72-2547

　公益財団法人やまがた農業支援センターでは、農地中間管理機構として、農地中間管理事業の推進に関する
法律第17条の規定により、以下のとおり農用地等の借受希望者を募集します。
募 集 期 間　平成29年５月８日（月）～平成30年１月31日（水）
取りまとめ日　１回目　平成29年８月31日	 ２回目　平成29年10月31日
　　　　　　　３回目　平成29年12月28日	 ４回目　平成30年１月31日
　　　　　　　※上記日に取りまとめの上、公表します
留　 意 　点　•農地中間管理事業を利用して、集積協力金を受けたい場合や平成30年度からの農地の利用を
　　　　　　　　希望する場合は、２回目の取りまとめ日までに応募くださるようお願いします。
　　　　　　　•応募いただいた場合、一部内容をインターネット等で公表することになりますので、ご承諾
　　　　　　　　いただく必要があります。
　　　　　　　※ご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。
問 合 せ 先　戸沢村役場産業振興課　☎72-2111（内線253）
　　　　　　　公益財団法人やまがた農業支援センター　☎023-631-0697　FAX 023-624-6019
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.yamagata-nogyo-sc.or.jp

住民税務課からのお知らせ

産業振興課からのお知らせ

建設水道課からのお知らせ

総務省の行政相談委員に荒川喜一さん
「困ったら　一人で悩まず　行政相談」

住宅の新築やリフォーム工事に『補助金』を交付します

農地中間管理事業による農用地等の借り手を募集します
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税
金
や
各
使
用
料
の
納
付

は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
金
融
機
関
へ
出
か
け
る

手
間
や
納
め
忘
れ
を
な
く
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
度

よ
り
、
口
座
振
替
で
き
る
税

金
・
使
用
料
、
納
付
で
き
る

金
融
機
関
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
金
融
機
関
に
口
座
振
替

依
頼
書
を
備
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
通
帳
・
印
鑑
・
税
額

通
知
書
等
を
持
参
し
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
手
続
き

の
翌
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
申
込
み
月
が
納
期
限
の

税
金
・
使
用
料
は
納
付
書
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

納付可能な金融機関

山
形
も
が
み
農
協

山

形

銀

行

荘

内

銀

行

き
ら
や
か
銀
行

新
庄
信
用
金
庫

東
北
労
働
金
庫

北
郡
信
用
組
合

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

住
民
税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

平成29年度

月別納税表

納
付
期
限
ま
で
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

　
納
付
に
つ
い
て
は
、

　
　
便
利
な
口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す

月 税　　目 期　別 納　　　　　期

５  月 軽 自 動 車 税
固 定 資 産 税

全 　 期
第 1 期 　５月１６日〜　５月３１日

６  月 村 ・ 県 民 税
固 定 資 産 税

第 1 期
第 2 期 　６月１６日〜　６月３０日

７  月 村 ・ 県 民 税
国民健康保険料

第 2 期
第 1 期 　７月１６日〜　７月３１日

８  月 国民健康保険料 第 2 期 　８月１６日〜　８月３１日

９  月 固 定 資 産 税
国民健康保険料

第 3 期
第 3 期 　９月１６日〜１０月　２日

10  月 村 ・ 県 民 税
国民健康保険料

第 3 期
第 4 期 １０月１６日〜１０月３１日

11  月 固 定 資 産 税
国民健康保険料

第 4 期
第 5 期 １１月１６日〜１１月３０日

12  月 村 ・ 県 民 税
国民健康保険料

第 4 期
第 6 期

１２月１０日〜１２月２８日
１２月１６日〜１２月２８日

１  月 国民健康保険料 第 7 期 　１月１６日〜　１月３１日
２  月 国民健康保険料 第 8 期 　２月１６日〜　２月２８日

※口座振替は毎月25日です。（土日祭日の場合は翌日の振替となります）
（水道料金下水道使用料は再振替は行いません）

口座振替可能な税金・使用料
村
税
（
村
県
民
税
・
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
）

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

保

育

料

水
道
料
金
下
水
道
使
用
料

村
営
住
宅
使
用
料

　　

身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
方

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
で
、

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
も

の
は
、
申
請
に
よ
り
本
税
の
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

減
免
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
所

定
の
減
免
申
請
書
に
関
係
資
料

を
添
付
し
て
、
住
民
税
務
課
税

務
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
税
の
自
動
車
税
と

重
複
で
の
免
除
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
、
軽
自
動
車
の
ほ
か

に
乗
用
車
を
お
持
ち
の
方
は
、

県
税
の
自
動
車
税
の
減
免
を
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

減免申請に必要な書類
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

身
体
障
害
者
手
帳
等
の

写
し

自
動
車
運
転
免
許
証
の

写
し

口
座
振
替
が

変
わ
り
ま
し
た

身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

お
問
合
せ
先

住
民
税
務
課
税
務
係

☎
７
２

−

２
３
２
６

〇住民税が特別徴収（給与から天引き）の方
　平成29年５月18日（木）～
〇住民税が普通徴収（4期別の自主納付）の方、住民税非課税の方
　平成29年６月16日（金）～
詳しくは住民税務課税務係☎72-2326（内線121）までお問い合わせください。

平成29年度（平成28年分）所得証明書・課税証明書・世帯証明書の交付可能日
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平成29年度　最上広域市町村圏事務組合予算の概要
　平成29年度当初予算は、一般会計31億5,000万円、沖縄中部広域市町村圏の児童との交流などを行う、ふるさと市町村圏事
業特別会計1,113万6千円で総額31億6,113万6千円です。
　一般会計は、28年度当初予算と比べ、エコプラザ基幹的整備改良工事費関係（2億3,760万円）、リサイクルプラザもがみ浸
出水処理施設調整槽防食塗装修繕（3,538万円）、もがみクリーンセンター予備貯留槽設置工事費（9,900万円）、消防署はしご
車年次点検修繕（3,698万円）、旧西支署庁舎解体工事費（767万円）、などがありますが、エコプラザ2号炉燃焼用空気予熱器・
排ガス減温用空気加熱器更新工事（▲2億758万円）、リサイクルプラザ盛土堤工事（▲2,755万円）、西支署庁舎建設工事費等

（▲17,338万円）、山形県防災行政通信設備整備事業費負担金（▲1,833万円）、旧教育研究センター解体工事費（▲4,689万円）、
エコプラザもがみ公債費・償還金（▲9,620万円）などの減があり、総額で9,600万円（対前年度比▲2.9％）の減となりました。

29年度の主要事業（一般会計）

●総務費／財務会計システム運用費	 552万円
	 ／広域派遣職員人件費負担金	 2,973万円
	 ／排水ポンプ車維持管理業務・出動業務　
	 　管理委託料（４台）	 659万円
	 ／看護師養成機関開設準備費	 10万円
	 ／広域交流センターゆめりあ指定管理費	 7,054万円
●衛生費／可燃ごみ処理施設（エコプラザもがみ）
	 　運転管理等委託料	 1億5,234万円
	 ／基幹的設備改良工事費関係	 2億3,760万円
	 ／可燃ごみ処理施設（エコプラザもがみ)、不燃	
	 　ごみ処理施設（リサイクルプラザもがみ）の
	 　設備等点検・修繕費	 3億4,442万円
	 ／予備貯留槽設置工事費（もがみクリーンセン
	 　ター）	 9,900万円
	 ／不燃ごみ処理施設（リサイクルプラザもがみ）
　　　　　包括運転管理業務委託料	 1億5,595万円

	 ／浸出水処理施設調整槽防食塗装修繕
　　　　　（リサイクルプラザもがみ）	 3,538万円
	 ／し尿処理施設（もがみクリーンセンター）
	 　包括運転管理業務委託料	 2億4,948万円
●消防費／旧西支署庁舎解体工事	 767万円
	 ／本署水槽車・南支署ポンプ車本部
　　　　　事務連絡者購入費	 1億859万円
●教育費／教育研究センター
	 　算数・数学スーパーバイザー配置	 1,157万円

29年度の主要事業（特別会計）

	 ／少年少女沖縄交流事業費	 563万円
	 ／もがみ大産業まつり補助金	 193万円
	 ／沖縄中部広域との広域間経済交流
	 　事業費等	 259万円
	 ／「沖縄交流の日」給食交流事業費	 99万円

一般会計歳入総額（万円）
項　　　　　目 29年度 対前年度

分担金 271,090 ▲ 17,931
市町村分担金 258,489 ▲ 8,155
交付税分担金 12,601 ▲ 9,776

使用料及び手数料 11,783 149
国庫支出金 11,455 11,397
繰入金 723 44
組合債 17,620 ▲ 2,890
諸収入他 2,329 ▲ 369

合　　　　　　計 315,000 ▲ 9,600

一般会計歳出総額（万円）
項　　　　　目 29年度 対前年度

議会費 105 ▲ 1
総務費 21,865 ▲ 513

市町村への還付金 0 0
基金積立金 3 ▲ 2

衛生費 145,008 8,412
消防費 113,061 ▲ 5,144
教育費 4,383 ▲ 4,581
公債費 30,278 ▲ 7,773
予備費 300 0

合　　　　　　計 315,000 ▲ 9,600

市町村分担金の内訳（万円）
市町村名 新庄市 金山町 最上町 舟形町 真室川町 大蔵村 鮭川村 戸沢村 合計
29年度 109,324 21,541 32,207 18,398 29,723 13,113 15,512 18,671 258,489
構成比 42.3 8.3 12.5 7.1 11.5 5.1 6.0 7.2 100.0

対前年度 ▲ 2,695 ▲ 716 ▲ 807 ▲ 383 ▲ 1,614 ▲ 446 ▲ 1,164 ▲ 331 ▲ 8,156

　運転に不安を感じた高齢者の自主的な運転免許の返納を促し、高齢ドライバーによる交通事故の防止を図るため、運
転免許証を自主返納された方にタクシー券を交付します。
対 象 者　平成29年４月１日以降に、有効期間内に運転免許証を自主返納した65歳以上75歳未満の方
支援内容　基本料金分のタクシー券（月６枚、年間最大72枚）を交付します。
　　　　　※戸沢観光タクシー・新庄タクシー・最上観光タクシー・カイセイカンパニー・立川タクシーが利用できます。
申請に必要なもの　「運転経歴証明書」または「運転免許の取消通知書」、印鑑
問合せ先　健康福祉課福祉係　☎72-2364

健康福祉課からのお知らせ

高齢者の運転免許自主返納を支援します！
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受験資格　①年齢（Ａ・Ｂ区分共通）　　昭和57年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた方
　　　　　②学歴　Ａ区分：大学（短期大学を除く）を卒業又は平成30年３月までに卒業見込みの方
　　　　　　　　　Ｂ区分：Ａ区分以外の方
受験申込の受付期間　Ａ区分：平成29年4月25日（火）～平成29年6月19日（月）
　　　　　　　　　　Ｂ区分：平成29年7月14日（金）～平成29年8月28日（月）
受験案内、受験申込書の入手方法
　　　　　新庄警察署、駅前交番、各駐在所などで受け取ることができます
問合せ先　新庄警察署警務課　☎0233-22-0110

山形県警察官（Ａ・Ｂ区分）募集

「
県
立
農
林
大
学
校
農
畜
産
物
直
売

所
『
農
大
市
場
』
プ
レ
オ
ー
プ
ン
」

○
日
時　
5
月
19
日
（
金
）
10
時
～

○
場
所　
県
立
農
林
大
学
校

○
内
容　
野
菜
・
花
の
苗
、
米
、
農
産

加
工
品
な
ど
の
販
売

○
問
合
せ
先　

　
　
　

山
形
県
立
農
林
大
学
校

　
　
　

☎
０
２
３
３�

２
２�

１
５
２
７

「
平
成
29
年
度
山
形
県
農
林
大
学
校

園
芸
教
室
受
講
生
募
集
」

○
期
間　
5
月
23
日
（
火
）
か
ら
4
回

○
場
所　
県
立
農
林
大
学
校　

緑
風
館

○
募
集
人
数　
花
き
コ
ー
ス　

30
名

　
　
　
　
　
　

野
菜
コ
ー
ス　

30
名

○
受
講
料　
無
料

○
申
込
期
限　
5
月
8
日
（
月
）
必
着

○
申
込
先　

　
　
　

山
形
県
立
農
林
大
学
校
研
修
部

　
　
　

☎
０
２
３
３�

２
２�

８
７
９
４

　
　
　

FAX
０
２
３
３�

２
３�

７
５
３
７

「
裁
判
所
見
学
会
開
催
要
項
」

○
日
時　
5
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
10
分
～

○
場
所　
山
形
地
方
・
家
庭
裁
判
所
新

庄
支
部
、
新
庄
簡
易
裁
判
所

○
内
容　
裁
判
員
制
度
の
説
明
・
裁
判

広
報
ビ
デ
オ
視
聴
等

○
定
員　
20
名
（
予
約
受
付
順
）

○
申
込
先　

　

山
形
地
方
裁
判
所
新
庄
支
部
庶
務
課

　

☎
０
２
３
３�

２
２�

０
２
６
５

「
山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会
」

○
日
時　
5
月
12
日
（
金
）
13
時
～

○
場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
庄
2
階

○
相
談
内
容　
求
職
者
の
生
活
、
住
ま

い
、
就
職
活
動
に
つ
い
て

○
相
談
方
法　
面
談
相
談

○
費
用　
無
料

○
問
合
せ
先　

　

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
０
０�

８
０
０�

７
８
６
７

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
研
修
」

○
日
時　
5
月
29
日
（
月
）、30
日
（
火
）

　
　
　
　

9
時
15
分
～

○
場
所　
山
形
県
立
山
形
職
業
能
力
開

発
専
門
校

○
募
集
人
数　
15
名

○
受
講
料　
６
，
０
０
０
円

○
応
募
締
切　
5
月
15
日
（
月
）

○
問
合
せ
先　
山
形
県
立
山
形
職
業
能

力
開
発
専
門
校

　
　
　

☎
０
２
３�

６
４
４�

９
２
２
７

「
亀
割
峠
～
義
経
・
弁
慶
伝
説
の

道
～
」

○
日
時　
5
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

9
時
15
分
～

○
対
象
人
数　
30
名

○
参
加
費　
４
０
０
円

○
申
込
締
切　
5
月
7
日
（
日
）

○
問
合
せ
先　

　
　
　

山
形
県
神
室
少
年
自
然
の
家

　
　
　

☎
０
２
３
３�

６
２�

２
６
１
１

「
や
ま
が
た
森
の
感
謝
祭
２
０
１
７
」

○
日
時　
6
月
3
日
（
土
）
10
時
～

○
場
所　
徳
良
湖
畔
こ
ど
も
広
場
（
尾

花
沢
市
）

○
内
容　
森
づ
く
り
体
験
、
抽
選
会
等

○
参
加
費　
無
料

○
問
合
せ
先

　

や
ま
が
た
森
の
感
謝
祭
実
行
委
員
会

　

☎
０
２
３�

６
２
１�

８
１
５
６

「
ゆ
め
り
あ
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
」

○
日
時　
6
月
3
日
（
土
）
10
時
～

○
場
所　
ゆ
め
り
あ
大
廊
下

○
申
込　
５
月
19
日
（
金
）
～

○
問
合
せ
先

　
　
　
　

最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
２
８�

８
８
８
８
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自動車税の納期限は、５月31日（水）です
　お近くの金融機関、郵便局、各総合支庁税務担当課、
コンビニエンスストアのほか、インターネットを利用し
てクレジットカードでも納めることができます。
　みなさん、忘れずに期限まで納めましょう。
問合せ先　県最上総合支庁税務課　☎29-1229

　新庄吹奏楽団では、一緒に音楽を楽しむ仲間を募集し
ています。まずはお気軽に見学にお越しください！
練習日時　毎週水・土曜日　19時30分～ 21時30分
練習場所　新庄市民プラザ３Ｆ　小ホール
対　　象　高校生以上（未経験者・楽器のない方は相談
　　　　　に応じます）
問合せ先　☎090-1061-1118（小屋）

　山形県水資源保全条例に基づき、水道用、農業
用などの公共のために使用される水資源を保全す
るために適正な土地利用を図る必要がある区域と
して、村内の民有林の全域が平成29年３月28日に

「戸沢村水資源保全地域」に指定されました。
■水資源保全地域内で土地取引（土地売却、土地

貸借など）や開発行為（土石採取、地下水等の
採取、建物や工作物の設置）を行おうとする方
は、２ヵ月前までに県総合支庁への届出が必要
です。

問合せ先　山形県環境企画課 ☎023-630-3161

【賞品応募期間】
　2017年４月22日（土）～ 2018年１月15日（月）
【完走証明書申込期間】
　2017年４月22日（土）～ 2019年１月15日（火）
※スタンプブックは東北「道の駅」全駅で販売中。

また、東北の全ての「道の駅」が1枚で確認で
きる、東北「道の駅」ロードマップも同時発売中。

（いずれも１冊200円・税込）
　東北「道の駅」連絡会ＨＰ
　　HP:http://www.michinoeki-tohoku.com/

当院の眼科外来の診察は、６月１日（木）
から完全予約制となります

　眼科での診察をご希望の方は、初めての方、紹
介状をお持ちの方、健康診断結果で受診される方

（児童・生徒さん等も含みます）、これまで診察を
受けていた方も含めすべての方は、予約なしでの
診察は出来なくなりますのでご注意ください。（※
ただし、急患の方は除かれます）
予約電話　眼科外来　☎0233-22-5525

平成29年度自動車税（県税）の納税について

新庄吹奏楽団 団員募集のお知らせ

水資源保全地域に指定されました

東北「道の駅」スタンプラリー2017開催

県立新庄病院からの重要なお知らせ

健康カレンダー（5月）

日程 内容 場所 時間
9日 母親教室・母子手帳交付 保健センター 13：30～

10日

1歳児歯科健診
　平成28年2月～ 4月生
2歳児歯科健診
　平成27年2月～ 4月生

保健センター 13：00～
フッ素塗布（無料）
　平成27年5月～ 7月生
　平成27年11月

　～平成28年1月生

11日 健康相談・結果報告会
蔵岡公民館 9：30～
出舟公民館 13：30～

15日 総合健診 角川改善センター 7：00～
16日 人間ドック 最上検診センター 7：00～

17日 健康相談・結果報告会
濁沢公民館 9：30～
杉沢公民館 13：30～

26日

3・4 ヵ月健診
平成29年1・2月生

保健センター 13：00～
9・10 ヵ月健診

 平成28年7・8月生
29日 人間ドック 最上検診センター 7：00～

　
暖
か
い
日
が
多
く
な
り
、

す
っ
か
り
新
緑
の
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
道

端
を
歩
け
ば
、
春
の
訪
れ

を
喜
ぶ
、
つ
く
し
や
ふ
き

の
と
う
、
桜
が
咲
き
、
戸

沢
村
を
明
る
く
彩
り
始
め

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
畑

ヶ
ワ
ラ
ビ
園
や
旬
の
市
の

開
催
も
迫
り
、
春
の
味
覚

が
食
卓
を
彩
る
の
も
近
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
さ
て
、
山
菜
の
定
番
と

い
え
ば
ワ
ラ
ビ
で
す
が
、

畑
ヶ
ワ
ラ
ビ
園
で
採
れ
る

ワ
ラ
ビ
に
は
県
内
外
か
ら
、

多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
存

在
す
る
こ
と
は
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？
　
お
話
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
通
常
の
も

の
よ
り
、
太
く
、
粘
り
が

強
い
の
が
良
い
ら
し
い
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
開

園
目
前
の
畑
ヶ
ワ
ラ
ビ
園

で
収
穫
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

編
集
者
の

コ
ラ
ム
Vo　
61
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村の人口と世帯
（3月末現在） 4,766人（ー44人）〈男2,296人（ー24人）、女2,470人（ー20人）〉1,625世帯（＋2世帯）※（  ）内の数値は、2月末との比較

表紙のことば
　表紙は、戸沢小学校新１
年生の授業の様子です。待
ちに待った小学校での授業。
先生に呼ばれると元気よく
「はい！」と返事をしている姿
が印象的でした。小学校で、
たくさん遊んで、たくさんの
ことを学んでくださいね。

芦原　優香
あしはら　　ゆ う か 所属：健康福祉課　保健師

地区：蔵岡
　今年度より健康福祉課で保健師と
して勤務させて頂くことになりまし
た、芦原優香です。看護学校卒業後、
新潟の病院の内科で４年間、その後
県立新庄病院で小児科と消化器内科
の混合病棟で２年間看護師として働
いてきました。看護師の経験を活か

し、住民の皆さんが健康で安心して暮らせる村づくりに貢
献できるように頑張りますので、よろしくお願い致します。

村民の皆さん

よろしくお願いします！

今年度の新規採用職員

を紹介します

今年度の新規採用職員

を紹介します

荒川　菜月
あらかわ　　な つ き 所属：角川保育所

地区：名高
　今年度より保育士として角川保育
所に勤務させて頂くことになりまし
た、荒川菜月です。昨年まで新庄市
の幼稚園で働いていましたが、縁が
あって出身の戸沢村で働かせて頂く
ことになり嬉しく思います。これか
ら地域の方々と関わる機会が多くな

りますので、信頼される保育士になれるよう頑張りたいで
す。よろしくお願い致します。

田中　 優　
た な か　　　ゆう 所属：建設水道課

地区：上野
　今年度から建設水道課で勤務する
ことになりました田中優です。昨年
も臨時職員として建設水道課で働い
ていました。皆さんの生活に欠かせ
ない水道を安心して使えるよう、よ
り一層気持ちを引き締めて頑張りま
す。よろしくお願いいたします。

増山　聖汰
ますやま　　しょうた 所属：産業振興課

地区：岩花
　今年度より産業振興課農政係で勤
務させていただくことになりました
増山聖汰です。高校・大学と戸沢村
を離れ生活してきましたが、縁があ
って戸沢村で働かせていただくこと
になり、帰ってこられたことを嬉し
く思っております。新たな環境で戸

惑うことばかりですが、村民の皆さまの力になれるよう
日々努力していきます。よろしくお願い致します。

大江　智行
お お え　　ともゆき 所属：共育課

地区：古口
　本年度より共育課に勤務させてい
ただくことになりました大江智行で
す。以前は戸沢村に住みながらも村
外の民間企業に10年ほど勤務して
おりました。これから戸沢村の職員
として勤務させていただくことにな
り、これまでの経験を活かし村の発

展のために精一杯頑張らせていただきますのでよろしくお
願い致します。

加藤　江利子
か と う 　　え　り　こ 所属：健康福祉課

地区：古口
　今年度より健康福祉課に勤務させ
ていただくことになりました加藤江
利子と申します。前職では、新庄市
民プラザで8年間社会教育の仕事に
携わってきました。この度は全く違
う分野で、日々先輩方に教わりなが
ら勉強の毎日です。健康福祉課は住

民のみなさんと接する機会も多い分野なので、一日でも早
く仕事に慣れ、顔を覚えてもらえるよう頑張ります。

八鍬　友紀
や く わ 　　ゆ　き 所属：戸沢保育所

地区：上松坂
　昨年度までの３年間、新庄市の保
育園に勤務していました。自分の生
まれ育った戸沢村で働くことが小さ
いころからの夢でしたので、私がお
世話になった先生方と一緒に仕事が
できるようになり、とても嬉しく感
じています。子どもたちとたくさん

の経験を重ね、一緒に成長していけたらと思います。どう
ぞよろしくお願いいたします。
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